
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

岡山大は８月２日、全11学部から英語の得意な学生を選抜し、国際的に活躍できるレベル

に高める「グローバル人材育成特別コース」を来年４月に新設すると発表した。週20 時間、

英語を特訓、在学中に数か月から１年間の海外留学も経験させる計画。現在、学内に約50 人

程度とみられる英語が使いこなせる学生の数を、４年後には240 人に増やすことを目標に

している。森田潔学長は「英語力は国際人にとって必要条件。英語力、専門教育を充実させ、

国際的に通用する人材を育てたい」と狙いを話す。コースの定員は50～100人程度で、毎

年新入生を対象に、英語の試験と面接などで選ぶ。実践的な英語訓練のほか、異文化理解の

時間も設ける。海外で日本の良さを説明できるように、大原美術館（倉敷市）や国特別史跡・

閑谷学校（備前市）などで日本文化などへの理解も深めてもらう。コース所属の学生の活動

に刺激され、他の学生が英語に力を入れるようになる。    （産経新聞 8月3日より抜粋） 

 

 

学校法人慶應義塾（東京都港区）は８月６日、横浜市青葉区で来年４月に開学する男女共学

の小学校の名称が「慶應義塾横浜初等部」に決まったと発表した。神奈川県知事から３日付

で設置認可を受けた。小学校開設は1874年の幼稚舎（東京都渋谷区）以来２校目。卒業生

は湘南藤沢中等部、高等部（いずれも神奈川県藤沢市）に進学する仕組みで、小中高一貫教

育を実践する。定員は１学年３クラスで計108人（男児66人、女児42人）。10月15、16

日に願書を受け付け、１次試験を11月17、18日に行う。慶應義塾は計12年間の一貫教育

の特色として、１年生から複数の専任教員による英語教育を行うほか、創立者福沢諭吉の思

想を基にした道徳教育にも力を入れることなどを挙げている。担当者は「多様な人材育成の

ため、新たな形の教育を提示したい」と話している。     （産経新聞 8月6日より抜粋） 

 

申込締切：10 月 3 日(土)  

試験日：11 月 10 日(土) 

 
試験会場：宇品校または翠町校 

時間：《8～10 級》17:50～18:40

《6～7 級》17:50～19:00 

   《2～5 級》19:20～20:30 


